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論文内容要旨
 高松(1933),Gomori(1939)がAlkalille-Phosphatase(以下AL-ph.と略記する)の組織
 化学的証明法を発表して以来,人休癌及び動物癌など悪性腫瘍のAL-ph.に関して多くの業績
 の発表を見たが,胃癌多数例に就ての系統的研究は少い.著者は当教室で切除された胃癌100例
 に就て胃腫瘍及び摘出所属淋巴腺に於ける癌組織のAL-ph.を検査し,特に癌腫の発育状態と
 の関係について検索した・
 胃癌100例に就て切除後可及的速かに癌腫の中心部及び辺縁部.ヒり4～5個の切片を採取し・
 又各例より5～10個の淋巴腺を易1拙し,夫々冷アセトン固定,56。C以下の孵卵器でパラフィン
 包埋して標本をイ乍製した.
 AL-ph.の組織化学的証明法はGomori民政良法に従ってpH9.4の基質緩衝液に,37。C,
 8時間浸漬した標本に就てAL-Ph、反応を検査した.尚,癌組織学的諸変化とA1.一Ph・反応
 との関係を見るために,ヘマトキシリン・エオジン染色,ワンギーソン染色,PAS染色,ムチ
 カルミン染色,核酸染色を併用した,
 1・癌組織に於けるAl.一ph・活性状態
 癌実質のAL-ph.反応は個々の例に就ても亦1腫瘍の各部に就ても極めて多様で,AL-Ph・
 陽性の部と陰性の部が種々の割合に混在していた・
 今検索100例に就いて,AL-ph.陽性癌
 第1表癌実質のAL-ph・活性度細胞と陰性癌細胞の量的の割合からAL-Ph.
腺癌
充実癌
膠様癌
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 活性度±,+,+,措に綜合判定すると
 100例は第1表の如くになった.即ち腫瘍の
 極く1部にAL-ph.弱陽性の癌細胞が少数
 認められた±は24例,陽性癌細胞が前老
 より1ば多いが,しかしAL-ph,陰・!生の細胞
 の方が多い+は32例,陽性癌細胞が陰性
 のものより多い晋は29例,癌細胞の殆ん
 ど全部陽性を示した冊は15例で,活性度+及び+のものが大部分を占めることが判明
 した.
 2.絽織学的癌型とAL-ph・活性度との関係
 上述の如く個々の例に於ける癌実質のAL-Ph・反応は種々であったが,今100例を腺癌39
 例,充実癌47例,膠様癌14例に大別し,前述の綜合判定による腫瘍全体のAL-ph.活性度
 を見ると,各癌型にAL-ph・活性度±,+,モ,冊が認められたが,腺癌39例に於ては活性
 度陰性腫瘍(±)1,ヒ1例にすぎず,又充実癌47例では活性度強陽性腫瘍(珊は僅か2例であ
 った.又腺癌では±,+11例に対し,+,柵は28例であったが,充実癌に於ては±,+
 39例に対しモ,冊は僅かに8例であり,活性度の強い癌細胞は腺癌に多く出現し,充実癌には
 少ない事が注目された.膠様癌には特別の傾向は見られなかった.
 3.Al.一ph。il翼応陽性部と陰性部の組織学的所見
 以上の如く癌組織に於けるAL-Ph・反応は多様性を示したが,本反癒陽性の部と陰『生の部と
 では癌型の如何を問わず組織所見上共通の相違点が認められた、即ち,a)癌細胞のAL-ph.陽
 性の部に就いて見るに,i)多数の円形細胞,線維芽細胞及び新生毛細血管を有する宿主即ち胃
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 篤1図宿主幼若肉芽織で囲
 まれた癌発育先端部には問質,癌細胞
 共に.、1.一Ph.強陽性を示す.
 第2図腺腔に脱落せる類壊死,壊死細胞には
 ,M.一p1].11亘陽性.(陽'1生の部は黒色)
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 第3図瘢痕性結合織に宿に囲まれ,核
 濃縮,空胞変性等の退行変性を示した癌細胞には
 Al.一Ph.中等度陽性.(黒色)
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 策4図印環細泡の前階程と見イ敏し得る
 癌細胞には強陽性(黒色),印環細胞は中等度
 陽性、
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 第7図筋層内を結合織を伴はずに浸潤
 性に増殖せる癌細胞にはAL-ph・陰性.
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 第8図癌組織が高度粘液化して癌組織
 が粘液で置換されている所ではAL-plLは陰性,
 印環細胞は弱陽性,印環細胞前殿階のものは強陽
 性を示す.
 固有の間質より新生した幼若肉芽織で囲まれていた腫瘍発育先端では癌細胞,問質共に極めて強
 い陽性度を示した(第1図).こ・で注目すべき事はAL-ph.彊.陽性を示した癌細胞に於ては
 ヘマトキシリン・エオジン染色で屡々核濃縮等退行変性像を示し,又PAS染色陽性であったこ
 とである・ii)壊死病巣部或は腺腔内に脱落せる癌細胞等て類壊死乃至壊死に落入つた癌細胞は
 常にAL-ph・中等度乃至強陽を示したが,問質のA1.一Ph.反応には陽性と陰性の場合とが見
 られた(第2図).iii)瘢痕性結合織に密に囲まれ,核濃縮,空泡変「生等退行変性を示した癌細胞
 のAL-ph.反応は種々であったが,中等度乃至弦陽性を示すものが多く(第3図),PAS染色
 もすべて陽性を示していた.一方か、る部の間質結合織のA1,一ph.反応は一般に陰性であった
 が,少数例にはAL・一ph.弱陽性を示すものも見られた・iv)充実癌等に於いて原形質が膨化状
 を呈し,核は多少縮少し,ムチカルミン,PAS染色とも強陽1生を示す所の印環細胞前階程と見倣
 し得る癌細胞及び著明な粘液変性を来した印環細胞は中等度陽陸を示した(第4図),blこれに
 対し癌細胞のAL-ph.陰性の部はi)腺腔形成部では主として著明な乳腐1羨乃至多層性増殖を
 来せる癌細胞(第5図),ii)比較的大きい充実性癌胞巣を形成している癌細胞(第6図),iii)粘
 膜下層乃至筋層内を続合織を伴わずに小癌腺腔或は小癌索を形成して浸?剛生に増殖せる癌細胞群
 〔第7図),iv)結合織増殖があっても,それが硬化性瘢痕性間質性状を呈した浸潤癌胞巣等であ
 り,之等癌細胞は一般に染色も良好で,核は大ぎく,細胞も不揃いのことが多く,生き生きとし
 た旺盛な増殖力を有する未分化癌細胞と見倣し得るものであった.
 膠様癌に於いては未だ粘液変性を示さない腺癌或は充実癌像を呈した部のAL-Ph.反応は腺
 癌,充実癌と同様の所見を呈し,か・る部に於ては印環細胞前階程にありと見倣しうる癌細胞が
 認められたが,これら癌細胞は周囲間質の状況如何に関せずAL-ph、は強陽性を示し,癌細胞
 の粘液化が更に進んだ印環細胞ではその活性度は中等度乃至弱陽性となり,高度粘液化して癌組
 織が粘液で置換されていそ)所ではAL-ph・は陰性であった(第8図)、
 次に宿主即ち胃固有ク)間質では幼若肉芽織はAL-ph.強陽性を示し,間質結合織の線維化が
 進むに従い,AL-ph.反応が減弱する傾向が見られ,瘢痕性硬化性になれるものは大体陰性で
 あった.
 4.癌転移淋巴腺に於けるAl.一ph.活性状態
 次に検査胃癌100例中淋巴腺転移の認められた64例より得た256個の転移淋巴腺に就い
 て,転移癌細胞に於けるAL-ph、活性状態を検索した・その活性度は上述の腺癌,充実癌と同
 様で,即ち幼若肉芽織の増殖著明な所では強陽性であり,硬化性瘢痕性となれる所ではAL・一ph,
 一7(}一
 活性度が減弱するを1認めた・而して未だ間質反応の伴わす周囲淋巴洞のみに転移の認められたく,
 の,聞質反能を伴わず,淋巴腺大半に増殖せる癌細胞で生き生きとした増殖力旺盛なもので1、k
 AL-Ph、陰性であったことが注目された.
 以上の如く淋巴腺に転移せる癌細胞も胃の腫瘍と同様のAL-ph.反応を示し,癩細胞の性状
 及び癌巣周囲の問質反応と密接な関係が認められた.
 5、胃癌組織に於けるAL-ph・笈応とPAS反応との関係について
 次に糖分解に密接な関係のあるAL-ph.反応と多糖類染色であるPAS反応との関係に就い
 て簡単に述べれば,AL-Ph、反応とPAS反応溜、関係に就いて1,長Moo9等,三富,河原等の
 報告があるが,著者の検索成績菟、諸家の成績と略々同様で幽つた・即ち腺癌型,充実癌型に於い
 てはA1.一ph.反応陽性の4)のではPAS染色も陽性であり,AL-ph、陰性の場合はPAS反応
 も陰性で,両者間には平行関係が認められた.併し膠様癌では印環細胞前段階のものでは,A1.一
 Ph.,PAS共に彊陽性,印環細胞ではAL-Ph.け蜀那易性であったが,PAS反応は弦陽性であ
 り,又高度粘液化癌胞巣では粘液はAL-ph・陰性でもPAS反応は弦陽1生で,AL-ph.反応
 とPAS反応とは平行的関係を示さなかった.尚,著明な増殖を来した癌細胞にAL-Ph・反応,
 PAS反応共陰性であった事は興味ある所見と考える.
 以一ヒを総括すれば,癌組織とこれに対する宿主即ら胃固有の聞質反応によってかもし出される
 種々なる組織像との間にAL-ph,酵素がいかに関与するかを癌組織の代謝過程.上り追求せん、』
 して,核酸,PAS,Acldphospha亡ase,ムチカルミン等の染色を併用し.検索した所,上述の如き
 所見を得た.即ち胃癌組織に於けるA1-Ph.反応は癌細胞の退行過程乙癌細胞の増殖と之等
 に対する宿主即ち胃固有の問質反応と密接な関係が認められ,又遂には崩壊消失する過程をた
 どる1種の退行過程と見做し得る癌細胞の粘液変性とも密接た関係が見られた.而してAL-ph.
 陽性を示した癌発育先端部は,宿主即ち胃固有の間質よりの新生肉芽織中に浸入し.た癌胞巣がし..
 ばしば退行変性像を示t。・ていたが,か・る所見より癌発育先端部に於ける肉芽紬の新生は炎症に
 於けると同様癌増殖に対する個体の局所防禦反応とも解し得たものである、実際に炎症等で肉芽
 織新生部には常にA1.一ph.反応が著明に陽性となることは諸家の指摘している所であり,今井
 教授も癌腫の間質反応は当該宿主佃休の抵抗反応0)一つの表現と見なし得べき点カロ多々あること
 を指摘して居る.
 又一方生き生きとした染色良好で増殖ノコ旺盛な未分化癌細胞及び聞質反応を伴わざる癌細1包は
 陰性であることが注目された・
 以上より癌組織に於ては癌細胞自身の増殖過程と,それに対する個休の抵抗反応と考えられる
 間質反応によってかもし出される退行過程とでは,A1.一ph・活性度は明らかに異なる事を知る.
 即ちAL-1)h.活性度は実質と間質との相関によって生ずる癌腫発育の促進あるいは抵抗σ)消長
 と関係する事が少くないものの如くで曲る.
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審査結果要旨
 武藤外科教室に於て剔出された胃癌100例について,胃癌組織に於けるAlkaliphosphatase
 反応(以下AL-ph.と略記)を検索し,次の結果を得た.
 1)100例は組織学的に腺癌39例,充実癌47例,膠様癌14例に分類されたが,之等各癌
 型に於ける本反応陽性度は種々で,同一標本内でも陽性と陰性の部が混在するものが少なくなか
 ったが、組織学的癌型と本反応との間には腺癌型にAL-Ph.陽性例が多く,充実癌型には陰性
 例が1多かった.
 2)しかしAL-ph、陽性の部と陰性の部は各々共通の組織学的特長があり,又陽性と陰性の
 問には共通の相違点が見られた,
 a)先づ腺癌に於いては本反応陽性は主として次の部位に見られた.即ち腫瘍周辺の発育先端
 部及び中心の腺腔形成部に於ける癌実質が線維芽細胞,多数の円形細胞及び新生毛細血管を有す
 る幼芽肉芽織で囲まれていた所では癌細胞,間質共に極めて強い陽性度を示した、
 併し増殖間質結合織の線維化が進むに従い一般に間質特に癌細胞のAL-Ph、陽性度は減弱す
 る傾向が見られた.更に間質の線維化が進み,硬化瘢痕状を呈した部位でも癌細胞が核濃縮など
 強い退行変性を示した場合には癌細胞のA1.一ph.は強陽性を示し,又間質結合織の性状如何を
 問わざ腺腔内に脱落せる壊死細胞は強陽性を示し,これに接した癌細胞に於いてもAL-ph.は
 強陽性を示すものも見られた.
 これに対し癌細胞のAL-ph、陰性は1)主として癌細胞が著明な乳備様乃至腺構造を呈せ
 る部,1部小癌細胞巣形成部でも線維化の進んだ硬化性増殖結合織で囲まれた所,2)不規則な
 小腺腔乃至小癌細胞巣を形成し.,著明な浸潤発育を呈していても増殖癌実質の周囲に結合織増殖
 が殆んど認められなかった所で,かかる部に於いては間質結合織の本反応も陰性の場合が多かっ
 た.たず少数例に於いては1部に膠原線維がAL-ph.陽1生を示すものも見られた.
 b)充実癌型に於いても腺癌型と略同様の傾向が見られ,一般に硬化性増殖聞質結合織で囲ま
 れた部,及び間質結合織の増殖を伴わない部ではA1.一ph.陰性であるが,幼若肉芽織を伴った
 部,瘢痕性増殖結合織で囲まれ且退行変性を示せる萎縮性癌細胞及び軟化壊死に落入つた癌実質
 部等には本反応陽1生であった.たジ本型に於いては癌細胞内に限局せる粘液化を来した印環細胞
 が見られ,之等では間質所見グ)如何を問わず常に本反応陽性であった.
 以上腺癌型,充実癌型とも癌組織に於けるAL-ph.活性度は癌実質の発育過程と間質結合組
 織の性状との間には密接な関係がある様である・
 c)膠様癌型に於いては顕著な膠様変性を示し,粘液内に癌細胞が遊離状となれる所では間質・
 癌細胞及び粘液共AL-Ph.陰性でま、つた.併し癌実質の1部が膠様変性を来せる部では粘液化
 の未だ見られない癌細胞には間質所見の如何を問わず常に本反応陽性であった・
 d)所属淋巴腺移転像に於けるAL-ph・活「生度も上述の腺癌,充実癌と同様で,即ち幼若肉芽
 織の増殖著明な所では弼場'1生であり,更に線維化が進むとA1.一ph.は減弱し,瘢痕線維性硬化
 状とたると陰性なるを見た.然し,転移初期像で間質反応のなき・癌細胞或は癌巣にはAL-ph.反
 応陰性を示した・
 以上胃癌組織及び淋巴腺転移像に於けるAL-ph.活性度は,1)幼若間質を伴う癌細胞には
 陽性を示し,2)幼若問質を伴わない癌細胞又は問質結合織が線維化し,瘢痕性硬化せる部の癌
 細胞には陰性を呈するが,3)退行変性せる癌細胞には著明な陽性を見る如くである・
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